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   筑波大学検定料免除規程 

 

 （趣旨） 

第１条 この法人規程は、筑波大学学群学則（平成１６年法人規則第１０号。以下「学群学則」

という。）第１１条第２項及び筑波大学大学院学則（平成１６年法人規則第１１号。以下「大学

院学則」という。）第１６条第２項の規定に基づき、学長が特に定める場合として規定する検定

料の免除に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

 （免除の対象） 

第２条 検定料の免除の対象となる者は、筑波大学への入学を志願する者（科目等履修生又は研

究生を除く。以下「志願者」という。）又はその主たる学資を負担している者（以下「学資負担

者」という。）のうち、学長が指定した災害を受け、かつ、次の各号のいずれかに該当するもの

とする。 

(1) 志願者又は学資負担者のうち、災害救助法（昭和２２年法律第１１８号）が適用されてい

る地域で被災し、所有する住家が全壊、大規模半壊、半壊又は流出したもの 

(2) 学資負担者のうち、災害救助法が適用されている地域で被災し、死亡又は行方不明となっ

たもの 

(3) その他学長が特に必要と認める者 

２ 検定料の免除の対象となる入学試験は、出願期間の最終日が当該災害の発生した日から起算

して１年以内のものとする。 

 

（申請） 

第３条 検定料の免除を受けようとする者は、出願時において、別記様式の検定料免除申請書に

被災による納付困難な事情を認定するに足りる居住地の市区町村長等の証明書等（以下「証明

書等」という。）を添えて、学長に申請するものとする。 

２ 出願後に被災した者であって検定料の免除を受けようとするものは、出願期間の最終日まで

に、検定料免除申請書に証明書等を添えて学長に申請するものとする。 

３ 前２項の場合において、証明書等の提出ができない者は、検定料を納付した上で、出願期間

の最終日までに、検定料免除申請書により学長に申請するものとする。 

４ 前項の場合において、証明書等の発行を受けた後は、速やかに学長に提出しなければならな

い。 



 

 （決定） 

第４条 検定料の免除の許可は、前条の申請に基づき学長が行う。 

２ 前条第３項に該当する者に対する前項の許可は、証明書等の提出を受けて行うものとする。 

３ 検定料の免除を不許可とされた者（前条第３項に該当する者を除く。）は、納入すべき検定料

を学長が指定する期間に納付しなければならない。 

 

 （許可の取消し） 

第５条 検定料の免除を許可された者について、申請に関しての虚偽の事実が判明したときは、

学長は許可を取り消すことができる。 

２ 前項の規定により、検定料の免除の許可が取り消された者は、納入すべき検定料を学長が指

定する期間に納付しなければならない。 

 

（免除の額） 

第６条 検定料の免除の額は、学群学則別表第１及び大学院学則別表第１に規定する検定料の全

額とする。 

 

 （返付の手続） 

第７条 既に検定料を納付した者であって、第４条第１項に規定する検定料の免除の許可を受け

たものは、別に定める検定料返付請求書を学長に提出することにより、検定料の返付を受ける

ものとする。 

 

 （雑則） 

第８条 この法人規程に定めるもののほか、検定料の免除に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則 

１ この法人規程は、平成３０年１２月２０日から施行し、同年４月１日から適用する。 

２ この法人規程の適用の日から平成３１年３月３１日までの間に実施される入学試験に係る検

定料の免除の申請期間については、第３条の規定にかかわらず、平成３１年３月３１日までと

する。 

 

   附 則（平３１．４．２６法人規程３５号） 
 この法人規程は、平成３１年５月１日から施行する。 
 

附 則（令元．１２．２６法人規程３５号） 

この法人規程は、令和２年４月１日から施行する。 

 

附 則（令２．１０．２２法人規程６１号） 

この法人規程は、令和２年１１月１日から施行する。  



別記様式（第３条関係） 

 

 

 

検定料免除申請書 

 

  年  月  日    

該当する災害名 
 

入学試験の名称 
 

入学を志願する学類、学

位プログラム等の名称 

 

 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

志願者氏名 

 

志願者又は主たる学資

負担者の住所・氏名・連

絡先等 

 

被災した

住所 

 

現在の 

連絡先 

 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏名 

  

           ㊞ 志願者との続柄（  ） 

証明書等の添付状況 

□ 証明書等を添付している 

□ 証明書等は添付していない（後日提出） 

（提出予定時期：             ） 

備考 

（証明書等を添付できない理由） 

 

 

 記載及び申請時の注意 

１． □ については、該当する事項にレを付けてください。 

２． この申請書は、入学試験ごとに提出してください。 

３． 出願時等に証明書等を添付できない場合は、後日提出してください。 

なお、この場合、必ず検定料を納付してください。証明書等を提出後に検定料を返付 

   します。 

４． 既に検定料を納付した者は、この申請書の他に、「検定料返付請求書」を併せて提出し 

てください。申請が許可された場合に検定料を返付します。 

*受験番号 


